
 利根沼田九条の

会12周年の集いが

4月15日、利根中央

病院研修ホールで

開催されました。 

 オープニングの

鈴友会三味線演奏

の後、木村朝次郎 

 講師  吉村 駿一 弁護士 
 

日時：2017 年４月２３日(日) 午後 1 時 30 分 

会場：利根中央病院 １階 きらめきホール 
 

主催：戦争させない利根沼田実行委員会 

連絡先：飯田武一 ２２－２４２９ 

               

委員長が、「いまこそ日本国憲法第9条を輝かせる時、武力によら

ない世界平和の実現を」と訴えるあいさつを行ないました。 

 つどいのメインは、福島原発事故損害賠償請求群馬原告団の丹

治杉江氏が、「チェルノブイリ事故30年の今と、フクシマ6年目の

実態」と題して、記念講演を行ないました。 
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沼田市が全面取得したＧＢ２１ 

↑生方資源古紙圧縮機 

丹治杉江氏の話に耳を傾ける参加者のみなさん 

さやまふる里館のバックにそびえる自然豊かな

佐山北部の山の中に、民間の一般廃棄物処分場

建設が計画されています 

 新草津ウェイストパーク(草津町)などを経営している株式会社ウィ

ズウェイストジャパンが佐山町北部に一般廃棄物最終処分場の建設を

計画しています。 

 群馬県では、一般廃棄物最終処分場を設置しようとする場合、県と

の事前協議が必要としています。この施設の場合、すでに事前協議を

始めていて、埋蔵文化財の調査なども行い、現在ではボーリンク調査

なども始まっています。 

これらの施設については、事前協議のなかで関係市町村である沼田

市の賛同と佐山町地元の住民の賛同がなければ、設置は困難になりま

す。横山市長は、昨年6月議会での井之川博幸議員の質問に、「地元合

意が必須で最重要課題であり、地元合意なしには建設は不可能である

と考えております」と答えています。 

 

 沼田市議会経済建設常任委員会(野村洋一委

員長)は４月１３日、毎月恒例となっている市内

企業訪問を行ない、生方資源(株)及び(株)目崎

鉄工を訪問し、 

企業の概要、事 

業内容などを学 

習しました。 

 

←目崎鉄工工場 

発知ヒガンザクラ７分咲き→ 

↑十王公園前桜並木満開 


